
２００８年（平成２０年） 

長崎平和宣言 

 あの日、この空にたちのぼった原子雲を私たちは忘れません。 

 １９４５年８月９日午前１１時２分、アメリカ軍機が投下した一発の原子

爆弾が、巨大な火の玉となって長崎のまちをのみこみました。想像を絶

する熱線と爆風、放射線。崩れ落ちる壮麗な天主堂。廃墟に転がる黒

焦げの亡骸。無数のガラスの破片が突き刺さり、皮膚がたれさがった

人々が群れをなし、原子野には死臭がたちこめました。 

 ７万４千人の人々が息絶え、７万５千人が傷つき、かろうじて生き残っ

た人々も貧困や差別に苦しみ、今なお放射線による障害に心もからだも

おびやかされています。 

 今年は、長崎市最初の名誉市民、永井隆博士の生誕１００周年にあ

たります。博士は長崎医科大学で被爆して重傷を負いながらも、医師と

して被災者の救護に奔走し、「原子病」に苦しみつつ「長崎の鐘」などの

著書を通じて、原子爆弾の恐ろしさを広く伝えました。「戦争に勝ちも負

けもない。あるのは滅びだけである」という博士の言葉は、時を超えて平

和の尊さを世界に訴え、今も人類に警鐘を鳴らし続けています。 

 

 「核兵器のない世界に向けて」と題するアピールが、世界に反響を広げ

ています。執筆者はアメリカの歴代大統領のもとで、核政策を推進して

きた、キッシンジャー元国務長官、シュルツ元国務長官、ペリー元国防

長官、ナン元上院軍事委員長の４人です。 

 ４人は自国のアメリカに包括的核実験禁止条約（CTBT）の批准を促し、

核不拡散条約（NPT）再検討会議で合意された約束を守るよう求め、す

べての核保有国の指導者たちに、核兵器のない世界を共同の目的とし

て、核兵器削減に集中して取り組むことを呼びかけています。 

 これらは被爆地から私たちが繰り返してきた訴えと重なります。 

 私たちはさらに強く核保有国に求めます。まず、アメリカがロシアととも

に、核兵器廃絶の努力を率先して始めなければなりません。世界の核

弾頭の９５％を保有しているといわれる両国は、ヨーロッパへのミサイル

防衛システムの導入などを巡って対立を深めるのではなく、核兵器の大

幅な削減に着手すべきです。英国、フランス、中国も、核軍縮の責務を

真摯に果たしていくべきです。 

 国連と国際社会には、北朝鮮、パキスタン、イスラエルの核兵器を放

置せず、イランの核疑惑にも厳正な対処を求めます。また、アメリカとの

原子力協力が懸念されるインドにも、ＮＰＴ及びＣＴＢＴへの加盟を強く促



すべきです。 

 我が国には、被爆国として核兵器廃絶のリーダーシップをとる使命と

責務があります。日本政府は朝鮮半島の非核化のために、国際社会と

協力して北朝鮮の核兵器の完全な廃棄を強く求めていくべきです。また、

日本国憲法の不戦と平和の理念にもとづき、非核三原則の法制化を実

現し、「北東アジア非核兵器地帯」創設を真剣に検討すべきです。 

 

 長崎では、高齢の被爆者が心とからだの痛みにたえながら自らの体験

を語り、若い世代は「微力だけど無力じゃない」を合言葉に、核兵器廃絶

の署名を国連に届ける活動を続け、市民は平和案内人として被爆の跡

地に立ち、その実相を伝えています。医療関係者は、生涯続く被爆者の

健康問題に真摯に対応しています。 

 来年、私たちは広島市と協力して、世界の２，３００を超える都市が加

盟している平和市長会議の総会を長崎で開催します。世界の都市と結

束して、２０１０年のＮＰＴ再検討会議に向けて核兵器廃絶のアピール活

動を展開していきます。国内の非核宣言自治体にも、長崎市が強く呼び

かけて活動の輪を広げていきます。 

 核兵器の使用と戦争は、地球全体の環境をも破壊します。核兵器の

廃絶なくして人類の未来はありません。世界のみなさん、若い世代やＮＧ

Ｏのみなさん、核兵器に「ＮＯ！」の意志を明確に示そうではありません

か。 

 

 被爆から６３年が流れ、被爆者は高齢化しています。日本政府には国

内外の被爆者の実態に即した援護を急ぐよう重ねて要求します。 

 ここに原子爆弾で亡くなられた方々の御霊の平安を心から祈り、核兵

器廃絶と世界恒久平和の実現に力を尽くすことを宣言します。 

２００８年（平成２０年）８月９日 

長崎市長 田上 富久 

 


